
ク
伝
統
的
な
言
語
文
化
ψ

の
掴
み
直
し

｜
｜
「
伊
勢
物
語
』
初
段
、

「
今
昔
物
語
集
』

本
稿
は
、
平
成
二
三
年
一

O
月
に
高
知
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
二
一
一
回
全

国
大
学
国
語
教
育
学
会
の
第
一
日
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
伝
統
的
な
吾
一
口

語
文
化
の
学
習
指
導
を
考
え
る
｜
悶
文
学
・
漢
文
学
・
日
本
語
研
究
者
の
立
場

か
ら
｜
」
（
二
九
日
午
後
三
時
一

O
分
1
五
時
二
五
分
）
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容

の
詳
報
で
あ
る
。
稿
者
に
依
頼
さ
れ
た
の
は
「
国
文
学
研
究
者
の
立
場
」
か
ら

の
発
言
で
あ
る
。
要
旨
は
『
発
表
要
旨
集
』
に
所
収
の
文
章
が
ほ
ぼ
同
文
で

『
国
語
科
教
育
』
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
る
（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
古
典
研
究
の
立
場

から」）
O

こ
こ
で
は
当
日
に
資
料
を
用
意
し
て
発
表
し
た
内
容
を
報
告
す
る
。

な
お
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
趣
旨
は
右
の
『
要
旨
集
』
も
し
く
は
学

会
誌
の
渡
辺
春
美
氏
「
趣
旨
説
明
」
に
よ
ら
れ
た
い
。

本
論
文
中
、
枠
内
の
記
事
は
「
要
旨
」
本
文
で
あ
る
。
ま
た
、
成
稿
に
際

し
、
論
旨
を
明
確
に
す
る
た
め
、
発
表
で
は
時
間
の
関
係
で
割
愛
し
た
内
容
、

質
疑
で
の
発
言
な
ど
を
加
え
て
、
若
干
の
補
足
を
行
っ
た
。

（上）

「
馬
盗
人
」
な
ど
を
例
に
ー
ー
ー

今
J

，々
l
E

信

治

ネナ

は
じ
め
に

「
法
的
根
拠
を
も
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
」
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
（
稿

者
補
：
渡
辺
春
美
氏
「
趣
旨
説
明
」
の
文
言
）
の
学
習
は
、

2
0
0
8年
l
月
げ

日
中
教
審
答
申
、
そ
の
後
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
案
、
八
ム
示
学
習
指
導
要
領

に
よ
れ
ば
、
次
の

2
点
を
目
標
と
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

O
「
体
験
的
、
身
体
的
」
理
解
了
「
音
読
、
詰
記
・
暗
唱
」
「
朗
読
」
に
よ
る

「
言
葉
の
美
し
き
ゃ
リ
ズ
ム
」
の
「
体
感
」
）
を
通
じ
た
「
読
解
力
」
の
「
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
」
の
定
着

7
「
一
言
語
の
能
力
」
に
か
か
わ
る

「
暗
黙
知
」
の
形
成
）
へ
の
貢
献
。
【
小
学
校
】

O
「
古
典
に
触
れ
る
こ
と
」
「
古
典
の
世
界
を
楽
し
む
こ
と
」
「
そ
の
世
界
に

親
し
む
こ
と
」
（
中
学
校
）
「
古
典
の
普
遍
的
価
値
ゃ
、
そ
の
作
品
が
古
典

と
し
て
現
代
ま
で
読
み
継
が
れ
て
き
た
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」

（
高
等
学
校
）
を
軸
と
す
る
学
習
を
通
じ
た
、
教
育
基
本
法
第
二
条
第
五
号

「
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を

愛
し
・
・
’
」
の
達
成
。
｛
中
学
校
・
高
等
学
校
】
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し
た
が
っ
て
そ
の
学
習
指
導
は
、
音
読
、
暗
唱
、
朗
読
を
中
心
に
、
情
景
を

思
い
浮
か
べ
た
り
、
リ
ズ
ム
を
感
じ
取
っ
た
り
、
登
場
人
物
や
作
者
の
思
い

な
ど
を
想
像
し
た
り
、
解
説
の
文
章
に
よ
っ
て
昔
の
人
の
も
の
の
見
方
や
考

え
方
を
知
っ
た
り
、
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
旬
、
故
事
成
語
な
ど
を
使
っ
た
り
、

古
典
の
一
節
を
指
定
し
て
古
典
に
関
す
る
文
章
を
書
い
た
り
、
内
容
や
表
現

の
特
色
を
理
解
し
て
読
み
味
わ
っ
た
り
さ
せ
、
最
後
に
そ
れ
ら
を
「
我
が

国
」
の
「
伝
統
と
文
化
」
と
し
て
称
揚
し
て
お
け
ば
済
む
の
だ
か
ら
、
議

論
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
。
そ
こ
で
は
、
学
習
者
が
そ
れ
を
楽
し
く
感

じ
て
ね
ば
り
強
く
取
り
組
む
よ
う
に
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
「
指
導
の
工
夫
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
『
学
習
指
導
要
領
』
の
求
め
る
「
伝
統
的
な
一
一
一
白
語
文
化
」
の

学
習
と
そ
の
指
導
に
は
、
実
は
議
論
す
べ
き
点
が
何
も
な
い
。
し
か
し
、
に

も
か
か
わ
ら
ず
議
論
の
必
要
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
学
習
指
導
、

す
な
わ
ち
カ
ノ
ン
化
さ
れ
た
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
鑑
賞
主
義
的
で

活
動
本
位
の
、
知
的
刺
激
の
欠
如
し
た
扱
い
方
が
学
習
者
と
「
古
典
」
と

の
聞
に
横
た
わ
る
距
離
を
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
、
我
々
が
知
っ
て
い
る

か
ら
だ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
『
学
習
指
導
要
領
』
を
越
え
る
議
論
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ

は
当
然
「
法
」
を
聞
い
直
す
こ
と
に
な
る
。
焦
点
は
当
面
、
①
「
伝
統
」
、

②
「
言
語
文
化
」
、
③
「
親
し
む
」
本
義
の

3
点
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の

摺
み
直
し
が
「
古
典
」
の
非
カ
ノ
ン
化
、
そ
し
て
知
的
刺
激
に
い
く
ぶ
ん

か
は
触
れ
る
「
古
典
」
と
の
出
会
い
の
実
現
に
つ
な
が
る
途
と
見
込
ま
れ

る
か
ら
だ
。

「
伝
統
」

『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
・
国
語
科
編
』

1
・

ω「
伝
統
的
な

言
語
文
化
に
関
す
る
指
導
の
重
視
」
項
に
は
、
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
は
、

創
造
と
継
承
を
繰
り
返
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
親
し
み
、

我
が
国
の
言
語
文
化
を
継
承
し
、
新
た
な
創
造
へ
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
内
容
を
構
成
し
て
い
る
。
」
の
文
一
言
が
見
え
る
。
力
点
は
教

育
基
本
法
へ
と
連
接
し
て
い
く
後
半
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
前
半
に
着

目
し
た
い
。

「
伝
統
」
は
現
在
の
根
拠
を
過
去
に
求
め
る
人
び
と
に
と
っ
て
は
ク
不
変
。

だ
が
、
継
承
す
る
人
び
と
に
と
っ
て
は
常
に
更
新
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
古

典
作
品
で
い
え
ば
、
「
縁
起
」
（
神
話
、
始
祖
伝
承
、
寺
社
本
地
物
な
ど
）
は
前

者
の
例
。
後
者
の
例
に
は
諸
ジ
ャ
ン
ル
内
の
諸
作
品
が
あ
り
、
和
歌
や
物

語
、
芸
能
は
そ
れ
ぞ
れ
に
表
現
を
め
ぐ
る
史
的
展
開
を
も
っ
て
い
る
。
前
者

も
ク
不
変
。
を
標
悼
惜
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
語
り
の
現
在
の
変
化
に
応
じ
て

変
貌
す
る
。
征
服
者
は
被
征
服
氏
族
の
神
話
を
組
み
込
ん
で
自
ら
の
神
話
を

増
幅
し
、
あ
ら
た
に
始
原
を
創
り
出
し
て
は
そ
れ
を
ク
不
変
。
と
腐
る
。
寺

社
、
芸
道
の
縁
起
も
同
様
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
「
伝
統
」
は
変
化
、
更
新
の
持
続
的
な
展
開
こ
そ
が
そ
の
本
義

と
な
る
。
継
承
（
読
み
と
表
現
）
の
間
の
改
変
、
更
新
、
創
造
、
あ
る
い
は

ク
不
変
。
の
詐
称
と
い
っ
た
行
為
と
出
来
事
に
焦
点
を
あ
て
た
「
伝
統
的
な

言
語
文
化
」
の
教
材
化
、
学
習
指
導
が
で
き
な
い
か
。

3 
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趣
旨
は
、
「
創
造
と
継
承
を
繰
り
返
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
」
と
さ
れ

る
「
伝
統
」
の
本
義
を
「
変
化
、
更
新
の
持
続
的
な
展
開
」
と
掴
み
直
し
、

「
継
承
（
読
み
と
表
現
）
の
聞
の
改
変
、
更
新
、
創
造
、
あ
る
い
は
ク
不
変
。
の

詐
称
と
い
っ
た
行
為
と
出
来
事
に
焦
点
を
あ
て
た
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の

教
材
化
、
学
習
指
導
」
を
提
案
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

事
例
に
引
い
た
の
は
『
伊
勢
物
語
」
o

三
段
階
増
幅
成
立
説
（
片
桐
洋
一
「
伊

勢
物
語
の
研
究
』
一
九
六
八
年
、
『
（
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
）
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
』

一
九
七
五
年
）
、
あ
る
い
は
院
政
期
に
お
け
る
諸
本
の
生
成
（
狩
御
使
本
な
ど
）
や

藤
原
定
家
に
よ
る
本
文
改
訂
（
小
論
「
伊
勢
物
語
「
芥
川
」
段
小
考
」
本
誌
必
号

二
O
O
七
年
。
な
お
、
後
藤
康
文
『
伊
勢
物
語
誤
写
誤
読
考
」
二
0
0
0年
、
参
照
）
な

ど
を
加
え
れ
ば
さ
ら
に
数
次
の
変
貌
を
内
在
さ
せ
て
い
る
ら
し
い
こ
の
作
品

は
、
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
一
般
に
認
め
ら
れ
る
「
継
承
（
読
み
と
表
現
）
の

間
の
改
変
、
更
新
、
創
造
」
の
典
型
と
し
て
、
議
論
を
分
か
り
ゃ
す
く
す
る
と

考
え
た
か
ら
だ
。

『
伊
勢
物
語
』
は
章
段
の
増
幅
や
諸
本
の
生
成
、
本
文
改
訂
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
解
釈
史
に
お
い
て
も
「
改
変
、
更
新
、
創
造
」
の
跡
を
か
な
り
鮮
明
に
残

し
て
い
る
。
多
く
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
初
段
「
初
冠
」
に
つ
い
て
言

え
ば
、
面
妖
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
今
中
世
伊
勢
注
ψ

『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』

は
「
女
は
ら
か
ら
」
を
業
平
妻
の
紀
有
常
女
（
書
陵
部
本
「
少
納
言
刑
部
大
輔
紀

有
常
が
娘
、
春
日
の
里
に
姉
妹
あ
る
を
、
は
ら
か
ら
と
云
也
c
」
）
と
す
る
（
「
創
造
」
）
。

こ
れ
は
『
古
今
和
歌
集
』
巻
一
五
・
恋
五
・
七
八
四
番
の
詞
書
「
業
平
朝
臣
、

紀
有
常
が
女
に
住
み
け
る
を
」
と
『
伊
勢
物
当
巴
第
四
一
段
「
昔
、
女
は
ら
か

ら
二
人
あ
り
け
り
o
」
と
を
関
係
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
業
平
が
通
っ
た
家
は

「
古
今
集
』
に
い
う
有
常
邸
。
後
者
登
場
の
「
あ
て
な
る
男
」
が
業
平
な
ら
ば

彼
の
通
っ
た
「
女
は
ら
か
ら
」
は
業
平
妻
有
常
の
女
た
ち
。
第
四
一
段
「
女
は

ら
か
ら
一
一
人
」
を
歌
の
縁
（
「
紫
」
↓
「
若
紫
」
、
「
芽
も
は
る
（
春
）
に
野
な
る
」
↓

「
春
日
野
」
）
で
結
び
つ
け
れ
ば
、
初
段
「
女
は
ら
か
ら
」
も
有
常
女
た
ち
と
な

る
、
と
い
う
わ
け
だ
（
福
井
貞
助
『
伊
勢
物
語
生
成
論
」
一
九
六
五
年
）
。
こ
れ
を
承

け
て
伝
源
経
信
『
和
歌
知
顕
集
』
（
書
陵
部
本
）
は
、
何
に
拠
っ
た
も
の
か
で
」

の
時
、
あ
ね
は
十
九
歳
、
い
も
う
と
は
十
七
歳
也
o
」
（
因
み
に
『
源
氏
物
語
』
宇

治
の
大
君
・
中
君
は
薫
が
八
宮
に
通
い
始
め
た
頃
、
二
O
歳
と
一
八
歳
）
と
す
る
（
「
更

新」）
0

そ
れ
ら
を
否
定
す
る
の
は
中
世
末
・
近
世
初
の
細
川
幽
斎
『
伊
勢
物
語

閥
疑
抄
』
で
、
「
古
説
は
、
紀
有
常
が
女
兄
弟
有
と
い
ふ
。
不
用
之
。
よ
み
人

し
ら
ず
な
ど
の
類
に
す
べ
し
o
」
と
あ
る
（
「
改
変
じ
。
現
在
の
注
釈
室
田
は
『
閥

疑
抄
」
説
を
支
持
し
て
い
る
が
、
「
女
は
ら
か
ら
」
を
姉
妹
二
人
と
す
る
点
で

は
中
世
古
注
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
れ
に
異
を
唱
え
る
の
が
「
女
は
ら
か
ら
」
H

業
平
の
妹
説
（
吉
田
達
『
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
そ
の
心
と
か
た
ち
」
一
九
八
八

年）
0

書
陵
部
本
「
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
は
「
つ
い
で
面
白
」
に
「
若
紫

の
寄
を
読
て
、
其
次
に
み
ち
の
く
の
忍
ぶ
ず
り
の
寄
を
詠
ず
る
也
。
其
故
は
彼

が
忍
ぶ
夜
に
し
の
ぶ
ず
り
の
こ
冶
ち
を
読
、
我
豆
町
の
儀
と
お
な
じ
き
が
故
に
詠

剖
U
出
。
」
と
注
し
、
「
わ
れ
な
ら
な
く
に
」
に
「
此
寄
は
源
氏
左
大
臣
と
を
る

卿
、
河
原
の
院
に
す
み
け
る
に
、
妹
を
お
も
ひ
か
け
て
よ
め
る
と
い
ふ
也
。
」

と
記
す
。
し
た
が
っ
て
、
吉
田
氏
説
を
荒
唐
無
稽
の
も
の
と
断
じ
切
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
も
『
伊
勢
物
語
』
四
九
段
「
昔
、
男
、
妹
の
い
と
を
か
し
げ

な
り
け
る
を
見
を
り
て
」
や
、
そ
れ
を
絵
に
描
い
て
戯
れ
る
『
源
氏
物
語
」
総

角
巻
の
匂
宮
と
女
一
宮
の
傍
証
も
あ
る
。
吉
田
氏
論
旨
は
「
伊
勢
物
語
』
題
号

由
来
の
謎
を
解
く
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
光
仁
天
皇
内
親
王
の

沼
人
に
着
目
、
「
東
大
寺
要
録
」
が
「
容
貌
妹
麗
、
柔
質
窃
宛
」
「
為
性
倍
倣
、
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情
操
不
修
」
「
任
其
所
欲
、
淫
行
弥
増
」
と
伝
え
ら
れ
る
酒
人
内
親
王
が
伊
勢

斎
宮
と
な
っ
て
の
春
日
の
里
で
の
潔
斎
中
に
兄
桓
武
天
皇
（
山
部
皇
太
子
）
と

禁
忌
を
犯
し
た
一
件
を
初
段
に
重
ね
、
こ
の
初
段
が
呼
び
起
こ
す
風
間
、
読
者

の
内
な
る
業
平
曾
祖
父
桓
武
帝
（
父
阿
保
親
王
は
桓
武
孫
、
母
伊
都
内
親
王
は
桓
武

皇
女
）
を
め
ぐ
る
記
憶
が
題
号
の
本
縁
だ
と
い
う
の
だ
が
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ

か
ら
も
初
段
解
釈
（
「
女
は
ら
か
ら
」
引
業
平
の
妹
説
）
は
「
創
造
」
さ
れ
る
と
い

う
次
第
だ
。

初
段
を
め
ぐ
っ
て
は
古
来
さ
ま
ざ
ま
な
読
解
が
行
わ
れ
、
「
創
造
と
継
承
を

繰
り
返
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
」
と
い
う
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
、

そ
の
「
伝
統
」
「
形
成
」
の
内
実
を
考
え
る
恰
好
の
教
材
と
な
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
「
お
も
ほ
え
ず
、
ふ
る
さ
と
に
い
と
は
し
た
な
く
て
あ
り
け
れ
ば
、
心

地
ま
ど
ひ
に
け
り
。
」
｜
｜
。
こ
れ
は
ふ
？
っ
「
昔
男
」
の
よ
う
す
を
語
る
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
近
世
の
宝
暦
二
年
二
七
五
二
）
こ
ろ
に
は
「
お
も
ほ
え

ず
よ
り
ま
と
ひ
に
け
る
マ
テ
思
ヒ
カ
ケ
ヌ
コ
ト
ユ
ヘ
オ
ト
ロ
ク
也
。
コ
、
チ
マ

ト
フ
ハ
恥
ル
也
。
恥
テ
奥
ヘ
イ
ラ
ン
ト
ス
ル
也
。
サ
ル
ケ
シ
キ
ヲ
男
ミ
テ
ヤ

カ
テ
寄
ヲ
書
テ
従
者
ニ
モ
タ
セ
ル
也
。
ソ
レ
ヲ
追
ツ
キ
テ
ト
云
也
」
（
国
会
図
書

館
蔵
「
勢
語
通
」
、
加
藤
景
範
頭
書
書
入
。
前
掲
吉
田
著
書
所
掲
の
影
印
に
よ
る
c
）
と
、

「
女
は
ら
か
ら
」
の
心
中
を
描
く
と
す
る
解
も
あ
っ
た
o

初
段
を
「
昔
男
」
の

物
語
で
は
な
く
「
男
と
女
」
の
物
語
と
し
て
「
女
は
ら
か
ら
」
の
姿
を
も
さ
ぐ

る
こ
の
読
解
は
、
「
つ
い
で
お
も
し
ろ
き
こ
と
と
も
や
思
ひ
け
ん
」
を
「
女
は

ら
か
ら
」
の
思
惟
と
し
、
末
段
の
源
融
「
み
ち
の
く
の
」
歌
を
「
女
は
ら
か

ら
」
に
よ
る
借
用
返
歌
と
す
る
先
行
古
注
理
解
（
『
書
陵
部
本
異
本
業
平
集
」
、
『
和

歌
知
顕
集
』
、
牡
丹
花
肖
柏
一
伊
勢
物
語
肖
間
抄
』
、
『
伊
勢
物
語
関
疑
抄
』
等
）
と
も
通

じ
て
い
る
。
吉
田
達
氏
は
こ
の
景
範
書
入
注
の
説
を
『
大
和
物
証
巴
二
三
段
の

後
蔭
中
将
女
や
一
七
三
段
の
五
条
の
女
に
も
見
出
だ
さ
れ
る
「
「
（
か
い
ま
）
見

ら
れ
る
者
」
と
し
て
の
激
し
い
差
恥
の
情
」
と
関
係
づ
け
て
妥
当
性
を
説
く
。

そ
の
可
否
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
解
釈
が
そ
れ
ら
の
既
有
知

識
や
物
語
観
（
物
語
川
「
男
と
女
」
の
物
語
）
に
か
か
わ
っ
て
い
る
点
が
重
要
で

あ
る
。
『
枕
草
子
」
の
清
少
納
言
も
内
心
は
と
も
あ
れ
「
見
ら
れ
る
」
こ
と
を

「
差
恥
」
す
る
女
の
一
人
だ
し
（
「
大
進
生
日
日
が
家
に
」
段
、
「
宮
に
は
じ
め
て
参
り
た

る
こ
ろ
」
段
な
と
）
、
『
源
氏
物
語
』
の
空
蝉
が
光
源
氏
を
拒
否
す
る
の
も
こ
れ

に
よ
る
。
は
た
ま
た
「
鬼
と
女
と
は
人
に
見
え
ぬ
ぞ
よ
き
」
と
案
ず
る
「
虫
め

づ
る
姫
君
」
も
い
た
。
そ
う
し
た
古
典
世
界
が
養
っ
た
女
性
観
も
注
釈
者
の
解

釈
行
為
に
は
参
与
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
「
お
も
ほ
え
ず
心
地
ま
ど
ひ
に
け
り
o
」
の
主
体
を
「
昔
男
」

と
す
る
説
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
吉
田
氏
は
こ
れ
に
も
「
竹
取
物
語
』
の
「
世

界
の
男
」
、
『
大
和
物
語
』
一
五
五
段
「
安
積
山
」
の
「
内
舎
人
」
な
ど
を
引
い

て
、
「
（
か
い
ま
）
見
る
者
」
の
「
心
情
内
に
惹
起
さ
れ
た
」
「
爆
発
的
な
心
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
そ
こ
か
ら
の
「
劇
性
に
富
む
行
動
」
の
範
例
と
し
て
い
る
。
こ

の
モ
テ
ィ

1
フ
は
、
た
と
え
ば
『
古
今
和
歌
集
」
巻
一
一
・
恋
了
四
七
六
番

の
詞
書
「
春
日
の
祭
り
に
ま
か
れ
り
け
る
時
に
、
物
見
に
出
で
た
り
け
る
女
の

も
と
に
、
家
を
た
づ
ね
て
つ
か
は
せ
た
り
け
る
」
と
そ
の
壬
生
忠
本
歌
「
春

日
野
の
雪
間
を
わ
け
で
お
ひ
出
く
る
草
の
は
つ
か
に
見
え
し
君
は
も
」
な
ど
、

ク
色
好
み
。
古
典
世
界
に
広
く
散
見
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
平
田
男
」
説
は
ク
色
好

み
ψ

謹
を
め
ぐ
る
既
有
知
識
や
観
念
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
「
昔
男
」

説
か
ら
は
、
「
住
へ
き
き
ま
に
も
あ
ら
ぬ
故
郷
に
お
ち
つ
か
ぬ
よ
う
に
で
あ
る

を
、
か
つ
は
あ
は
れ
ふ
心
に
、
い
と
、
こ
〉
ち
の
ま
と
ふ
也
。
」
（
契
沖
「
勢
語

臆
断
」
）
や
、
そ
こ
か
ら
物
語
世
界
に
同
化
し
て
『
源
氏
物
語
』
の
宇
治
八
宮
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没
後
の
大
君
・
中
君
や
薫
を
か
さ
ね
た
「
ふ
る
さ
と
の
さ
閉
じ
叩
な
る
に
、
お

や
も
な
き
女
は
ら
か
ら
の
住
み
た
ら
ん
は
、
い
と
い
と
あ
は
れ
に
て
、
見
る
人

の
心
と
ま
る
べ
き
さ
ま
に
、
か
き
た
る
な
り
。
さ
る
女
を
見
て
、
こ
〉
ち
ま

ど
ふ
ぞ
、
も
の
、
あ
は
れ
知
る
人
に
は
あ
り
け
る
」
（
藤
井
高
尚
『
伊
勢
物
語
新

釈
』
）
と
の
見
解
も
生
ま
れ
て
い
る
。
ク
色
好
み
ψ

H

H

「
あ
は
れ
ぶ
心
」
あ
る
人

H

「
も
の
〉
あ
は
れ
知
る
人
」
。
藤
井
高
尚
が
本
居
宣
長
門
下
で
あ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
せ
ば
こ
の
発
話
の
由
来
も
知
ら
れ
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
も

古
典
世
界
が
育
ん
だ
観
念
つ
色
好
み
ψ

観
、
男
性
観
）
の
参
与
は
認
め
ら
れ
る
。

「
伊
勢
物
語
」
所
収
話
題
と
の
関
係
づ
け
。
既
有
知
識
や
観
念
の
繰
り
込
み
。

そ
れ
ら
に
よ
る
解
釈
は
師
資
相
承
の
問
に
流
派
（
共
同
体
）
の
「
伝
統
」
と
な

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
の
発
端
は
い
つ
か
ど
こ
か
で
誰
か
が
行
っ
た
一
図
的

な
関
係
づ
け
、
繰
り
込
み
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
促
す
の
は
「
伝
統
」
と
は

異
な
る
解
釈
者
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
像
で
あ
り
古
典
像
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
解
釈

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
に
お
い
て
形
成
し
て
い
る
世
界
観
で
あ

る
。
「
伝
統
」
は
そ
の
度
に
改
変
さ
れ
、
更
新
さ
れ
、
創
造
さ
れ
る
。

＊ 

こ
の
こ
と
は
初
段
末
尾
の
「
昔
人
は
、
か
く
い
ち
は
や
き
み
や
び
を
な
ん
し

け
る
o
」
の
ク
み
や
び
。
解
釈
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
こ
の
。
み
や
び
タ

は
、
古
来
、

A
巧
み
に
情
景
に
適
合
し
た
本
歌
取
り
の
歌
を
表
現
し
伝
達
し
た
手
順
を
「
み

や
ぴ
」
と
称
し
た
の
だ
と
す
る
説
（
「
和
歌
知
顕
集
』
「
み
や
び
と
は
、
ふ
る
ま
ひ

な
り
。
閑
の
字
を
か
き
て
、
み
や
び
と
も
、
ふ
る
ま
ひ
と
も
よ
め
り
。
き
れ
ば
、
せ
ち

な
る
ふ
る
ま
ひ
し
け
る
人
と
な
ん
い
へ
り
o
」）

B
「
み
や
び
」
を
「
好
色
事
」
と
解
す
る
説
（
徳
江
元
正
蔵
「
冷
泉
家
流
伊
勢
物

語
抄
』
「
み
や
び
を
な
む
し
け
る
と
は
嫁
（
と
）
書
ク
也
。
と
つ
ぐ
心
也
。
是
ま
で
は

情
を
か
く
る
事
と
可
心
得
也
。
或
は
業
（
平
）
は
十
七
ニ
シ
テ
此
女
ニ
逢
レ
タ
ル
ヲ
、

伊
勢
（
作
者
）
ガ
、
む
か
し
人
ハ
か
く
い
ち
は
や
き
み
や
び
を
な
ん
し
け
る
と
は
童
日

也。」）

の
二
説
に
解
さ
れ
た
。
現
在
は
前
者
A
を
是
と
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
次
の
よ
う

な
「
み
や
び
」
観
、
「
伊
勢
物
語
』
観
も
導
か
れ
て
い
る
。

－
片
桐
洋
一
氏
（
『
（
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
）
『
伊
勢
物
語
・
大
和
物
詩
』
一
九
七
五
年
）

平
安
時
代
に
お
け
る
「
み
や
び
」
と
い
う
語
の
用
法
と
「
み
や
び
」
に

あ
て
ら
れ
た
漢
字
の
用
例
を
亨
え
る
と
、
寸
刻
引
制
］

4出
可
制
固
1
引

な
わ
ち
宮
廷
の
官
僚
と
し
て
の
生
活
か
ら
超
越
し
、
自
由
に
時
を
過
ご

以
可
劃
叫
州
制
州
制
封

U
川
副
刷
出

U
引
出
羽

U
引
射
針
叫
↓
桝
柑
側
副

由
」
を
言
、
っ
と
見
る
べ
き
だ
と
思
う
。

－
秋
山
度
氏
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
伊
勢
物
語
」
一
九
九
七
年
）

「
昔
人
は
」
の
一
文
は
こ
の
段
の
総
括
で
あ
る
と
と
も
に
伊
勢
物
語

全
体
の
主
題
を
も
暗
示
す
る
。
（
初
段
脚
注
）

業
平
は
け
っ
し
て
体
制
に
忠
実
な
良
吏
で
は
な
く
、
政
治
の
世
界
に
背
を

向
け
、
歌
人
と
し
て
生
き
る
と
い
う
側
面
に
お
い
て
、
真
剣
劃
剛
司
州
川

間
の
回
復
を
求
め
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
外
面
は
と
も
か

く
、
現
実
の
権
勢
何
す
る
も
の
ぞ
と
い
う
貴
種
の
衿
持
｜
｜
そ
れ
は
現
実

に
は
、
公
的
に
は
何
の
有
用
性
も
な
い
だ
け
に
、
か
え
っ
て
副
割
引
制
川

引
ぶ

1
U出
制
州
出
網
棚
が
潜
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
引
叫
利
引
制

菊
明
制
対
掛
判
刻
可
吋
何
ぺ
柑
割
引
相
補
附
岩
盤
可
制
創
刊
凶
出
掛
闘
儒

州
可
割
引
制
可
梨
朝
間
新
制
訂
叫
開
制
引
引
U
出
制
創
刊
↓
剖

U
U叫ぺ

剖
到
掛
割
引
制
の
だ
と
い
え
よ
う
o

（
解
説
「
伊
勢
物
語
の
世
界
形
成
」
）
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こ
れ
ら
は
高
等
学
校
で
の
初
段
教
材
研
究
の
起
点
、
基
盤
と
も
な
っ
て
い
る
も

の
だ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
解
釈
は
以
下
の
よ
う
な
分
析
と
の
対
比
に
お
い
て

そ
の
近
代
性
（
「
精
神
的
自
由
」
「
人
間
の
回
復
」
「
自
在
で
あ
り
う
る
、
し
た
た
か
な
精

神
」
）
を
露
呈
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。

＊ 

か
す
が
野
の
若
紫
の
す
り
衣

し
の
ぶ
の
乱
れ
限
り
知
ら
れ
ず

こ
の
「
昔
男
」
詠
は
次
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
の
が
一
般
だ
ろ
う
。

こ
こ
の
春
日
野
に
生
え
て
い
る
若
々
し
い
紫
草
の
よ
う
に
匂
い
や
か
な
あ

な
た
を
前
に
し
て
、
わ
た
し
の
こ
こ
ろ
は
、
そ
の
紫
草
の
色
に
染
ま
っ
た

見
事
な
摺
り
模
様
の
よ
う
に
、
こ
ん
な
に
美
し
く
乱
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ

な
た
へ
の
あ
こ
が
れ
を
じ
っ
と
胸
の
奥
に
こ
ら
え
て
い
た
今
の
わ
た
し
の

こ
こ
ろ
は
、
こ
ん
な
に
も
破
れ
て
、
ま
る
で
ど
こ
ま
で
乱
れ
て
い
く
の
か

わ
か
ら
な
い
く
ら
い
に
｜
｜
。
（
吉
田
達
、
前
掲
書
）

「
若
紫
」
を
「
女
は
ら
か
ら
」
の
聡
、
「
し
の
ぶ
」
を
「
偲
ぶ
」
「
信
夫
」
の
掛

詞
と
み
て
の
解
釈
で
、
こ
こ
で
は
諸
注
の
う
ち
も
っ
と
も
詳
細
な
訳
を
引
い
た

が
、
古
典
教
室
で
示
さ
れ
る
の
も
こ
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
歌

に
つ
い
て
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
新
古
今
和
歌
集
』
は
次
の
よ
う
な
異
な
る

解
を
示
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
（
巻
一
一
恋
一
九
九
四
番
・
詞
書
「
女
に
つ
か

は
し
け
る
」
・
在
原
業
平
朝
臣
）
。

春
日
野
の
若
紫
で
摺
っ
た
摺
衣
の
よ
う
な
美
し
い
お
姿
、
私
の
心
は
こ

の
信
夫
も
ぢ
摺
り
の
乱
れ
模
様
の
よ
う
に
人
目
を
忍
ぶ
物
思
い
で
乱
れ

に
乱
れ
て
い
ま
す
。

「
し
の
ぶ
」
を
「
忍
ぶ
」
に
解
し
て
い
る
点
の
異
な
り
は
今
問
わ
な
い
。
重
要

な
の
は
傍
線
部
の
異
な
り
。
前
者
が
「
そ
の
紫
草
の
色
に
染
ま
っ
た
見
事
な
摺

り
模
様
の
よ
う
に
」
と
、
上
句
と
下
句
と
を
聯
絡
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

後
者
は
両
句
を
分
け
、
上
旬
を
「
女
は
ら
か
ら
」
へ
の
呼
び
か
け
、
「
乱
れ
」

の
聡
は
下
旬
の
み
と
し
て
「
こ
の
信
夫
も
ぢ
摺
り
の
乱
れ
模
様
の
よ
う
に
」
と

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
脚
注
解
説
に
「
男
が
着
て
い
た
信
夫
摺
り
の
狩

衣
に
若
紫
の
摺
衣
を
対
照
し
て
そ
れ
を
女
に
あ
て
、
本
歌
の
「
誰
ゆ
ゑ
に
」
を

変
え
て
相
手
を
顕
わ
す
o
」
と
あ
る
の
に
対
応
し
て
い
る
。
『
伊
勢
物
語
』
で
本

詠
直
前
に
あ
る
「
そ
の
男
、
信
夫
摺
り
の
狩
衣
を
な
む
着
た
り
け
る
。
」
は
こ

こ
で
い
わ
れ
る
「
対
照
」
の
伏
線
。
し
た
が
っ
て
、
一
首
の
歌
句
構
造
を
伏
線

に
即
し
て
解
析
す
る
こ
の
新
大
系
解
釈
の
方
が
理
解
し
や
す
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
本
詠
に
つ
い
て
前
者
の
よ
う
な
解
が
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て

い
る
の
は
、
「
し
の
ぶ
の
乱
れ
」
を
「
垣
衣
草
（
シ
ノ
ブ
グ
サ
）
の
形
を
紫
の
色

も
て
摺
た
る
を
い
ふ
」
「
垣
衣
草
の
形
の
乱
れ
た
る
を
も
て
お
の
が
恋
の
み
だ

れ
に
た
と
へ
た
り
」
と
す
る
賀
茂
真
淵
「
伊
勢
物
語
古
意
』
説
の
影
響
下
に
、

「
若
紫
の
す
り
衣
し
の
ぶ
の
乱
れ
」
を
本
段
末
尾
に
「
と
い
ふ
歌
の
心
ば
へ
な

り
。
」
を
添
え
て
提
示
さ
れ
た
源
融
詠
、

陸
奥
の
し
の
ぶ
も
ぢ
摺
り

誰
ゆ
ゑ
に
乱
れ
そ
め
に
し
我
な
ら
な
く
に

の
「
し
の
ぶ
も
ぢ
摺
り
」
の
こ
と
と
見
な
す
か
ら
で
あ
る
。
真
淵
「
垣
衣
草
」

説
は
、
本
居
宣
長
が
『
玉
勝
間
』
五
「
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
」
項
で
「
顕
昭
の

注
」
「
契
沖
が
勢
語
臆
断
」
を
引
い
て
否
定
し
、
「
（
陸
奥
／
）
信
夫
郡
よ
り
出

せ
り
し
こ
と
は
、
論
な
き
を
や
」
と
論
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
見
た
よ
う
に
、

「
若
紫
の
す
り
衣
し
の
ぶ
の
乱
れ
」
は
「
若
紫
の
す
り
衣
」
「
し
の
ぶ
の
乱
れ
」

の
そ
れ
ぞ
れ
が
「
女
は
ら
か
ら
」
「
昔
男
」
の
聡
と
し
て
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
そ
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の
紫
草
の
色
に
染
ま
っ
た
見
事
な
摺
り
模
様
の
よ
う
に
、
こ
ん
な
に
美
し
く
乱

れ
て
し
ま
っ
た
o
」
と
は
な
ら
な
い
。
誤
解
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
大
系
『
新
古
今
和
歌
集
』
は
「
昔
男
」
の
防
相
と
し
て
の
「
し

の
ぶ
の
乱
れ
」
を
「
こ
の
信
夫
も
ぢ
摺
り
の
乱
れ
模
様
の
よ
う
に
」
と
訳
出
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
く
ぶ
ん
不
正
確
で
あ
る
。
本
居
宣
長
は
右
の
真
淵
説
否

定
の
論
脈
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
は
次
に
、
古
今
集
な
る
、
河
原
ノ
大
臣
の
歌
を
出
し
て
、
「
と
い
ふ
歌

の
こ
冶
ろ
ば
へ
な
り
」
と
い
へ
り
。
こ
れ
「
し
の
ぶ
の
み
だ
れ
と
よ
め
る

は
、
し
の
ぶ
ず
り
の
乱
れ
と
い
ふ
意
也
」
と
、
し
ら
せ
た
る
也
。

こ
れ
は
、
融
歌
の
提
示
を
も
っ
て
初
段
が
促
す
読
み
の
流
れ
（
「
し
の
ぶ
の
み
だ

れ
」
↓
「
信
夫
も
ぢ
摺
り
」
↓
「
信
夫
摺
り
の
乱
れ
」
）
を
辿
り
直
し
て
み
せ
た
も
の

だ
が
、
そ
れ
を
「
昔
男
」
詠
の
第
五
句
「
限
り
知
ら
れ
ず
」
と
連
接
さ
せ
る
と

き
、
「
昔
男
」
の
険
は
「
信
夫
摺
り
」
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
き
れ

ば
こ
そ
本
詠
直
前
に
「
そ
の
男
、
信
夫
摺
り
の
狩
衣
を
な
む
着
た
り
け
る
o
」

の
補
助
線
も
引
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
「
春
日
野
の
」
歌
は
、
本
歌
融
一
誌
を
も
組
み
込
ん
で
図
示
す
れ

ば
左
の
ご
と
き
構
造
を
も
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

信垣春
夫間日
（見野
摺ー」』の
り和
の乱歌
狩れ紫
衣限の
）り摺

知り
ら衣
れ
ず

我
な
ら
な
く
に

ネ
ェ
、
「
春
日
野
の
若
紫
の
摺
り
衣
」
チ
ャ
ン
タ
チ
ィ
、
「
信
夫
摺
り
」
（
ボ

ク
）
は
キ
ミ
タ
チ
を
垣
間
見
て
「
乱
れ
」
が
い
っ
そ
う
「
限
り
知
ら
れ
ず
」

な
っ
ち
ゃ
っ
た
ヨ
ォ
。
キ
ミ
タ
チ
の
せ
い
だ
ヨ
。
ー
ー
や
や
軽
薄
な
が
ら
、
こ

れ
は
初
段
の
次
の
よ
う
な
展
開
と
も
符
合
し
て
い
る
。

一「＋一一「

初白い

E 見；
少一一一一＋ま
年、め
し、し） ＇、
地と工
まはヤ
どしと
ひた iー
になえ
けく ~＇：： 
りて仲
あ
り
け
れ
ば

ち
な
み
に
、
「
い
と
な
め
い
た
る
」
は
先
の
国
会
図
書
館
蔵
『
勢
話
通
』
の

景
範
書
入
に
い
う
「
な
ま
め
く
ハ
男
子
ニ
思
ハ
れ
ん
と
す
る
か
た
ち
也
」
と
あ

る
の
が
よ
い
。
石
田
穣
二
氏
は
こ
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
（
角

川
文
庫
本
『
新
版
伊
勢
物
語
』
補
注
一
、
一
九
七
九
年
）
。

古
く
は
「
な
ま
め
く
」
の
形
し
か
見
出
せ
な
い
。
た
お
や
か
な
女
の
美
し

さ
を
言
う
の
が
、
色
っ
ぽ
い
、
こ
び
を
ふ
り
ま
く
、
と
い
っ
た
方
向
と
、

心
が
や
さ
し
い
、
風
流
だ
、
と
い
っ
た
方
向
に
分
化
し
て
使
用
さ
れ
、
そ

れ
が
や
が
て
「
な
ま
め
か
し
」
と
共
存
し
て
、
『
枕
草
子
」
『
源
氏
物
語
」

に
一
般
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
優
美
と
い
う
に
近
い
美
的
範
時
を
あ
ら
わ

す
語
と
し
て
成
長
を
と
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
岩
波
『
士
口
語
辞
典
』
「
な
ま
め
く
」
項
は
「
ナ
マ
は
未
熟
・
不
十
分
の

意
。
あ
ら
わ
に
表
現
さ
れ
ず
、
ほ
の
か
で
不
十
分
な
状
態
・
行
動
で
あ
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
実
は
十
分
に
心
用
意
が
あ
り
、
成
熟
し
て
い
る
さ
ま
が
感
じ
と

ら
れ
る
意
。
男
女
の
気
持
の
や
り
と
り
や
、
物
の
美
し
さ
な
ど
に
い
う
。
」
と

解
説
し
、
第
一
義
「
何
気
な
い
よ
う
に
振
舞
う
。
何
で
も
な
げ
に
振
舞
い
な
が

ら
気
持
を
ほ
の
め
か
す
o
」
に
『
伊
勢
物
語
』
第
三
九
段
の
「
こ
の
車
を
女
車
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と
見
て
、
（
色
好
ミ
ノ
男
）
寄
り
来
て
と
か
く
｜
・
く
あ
ひ
だ
に
」
を
引
い
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
「
い
と
な
ま
め
い
た
る
」
を
「
た
い
そ
う
若
々
し
く
優
美

な
」
（
「
（
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
）
伊
勢
物
語
大
和
物
語
』
）
と
す
る
訳
出
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。
「
昔
男
」
が
「
女
は
ら
か
ら
」
に
「
摺
り
衣
」
の
聡
で
呼
び
か
け

た
の
は
、
そ
こ
に
も
「
な
ま
め
い
た
る
」
「
乱
れ
」
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

古
京
・
春
日
野
の
「
た
お
や
か
な
」
「
女
は
ら
か
ら
」
の
「
何
で
も
な
げ
に

振
舞
い
な
が
ら
気
持
を
ほ
の
め
か
す
」
姿
を
見
て
「
心
地
ま
ど
ひ
」
、
「
着
た
り

け
る
狩
衣
の
裾
を
切
り
て
」
か
か
る
歌
詠
を
「
を
い
っ
き
て
い
ひ
や
り
け
る
」

「
初
冠
」
の
「
昔
男
」
。
そ
こ
に
は
「
精
神
的
自
由
」
「
人
間
の
回
復
」
「
自
在
で

あ
り
う
る
、
し
た
た
か
な
精
神
」
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。

＊ 

こ
う
し
た
軽
薄
に
も
見
え
る
「
昔
男
」
の
振
る
舞
い
は
、
し
か
し
「
世
界
の

男
」
「
色
好
み
と
い
は
る
る
か
ぎ
り
」
（
『
竹
取
物
語
』
）
の
者
た
ち
に
通
有
の
こ

と
で
怪
し
む
に
足
り
な
い
。
先
に
も
引
い
た
と
お
り
、
壬
生
忠
与
も
「
春
日
の

祭
り
」
で
見
か
け
た
女
の
「
家
を
た
づ
ね
て
」
「
春
日
野
の
雪
聞
を
わ
け
で
お

ひ
出
く
る
草
の
は
つ
か
に
見
え
し
君
は
も
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
い
る
し
、
そ

う
し
た
「
つ
い
で
」
を
捉
え
て
の
懸
想
は
「
箆
も
よ
御
龍
持
ち
」
（
『
万
葉
集
」

巻
頭
歌
）
と
呼
び
か
け
た
り
引
田
部
赤
猪
子
（
「
古
事
記
」
）
に
婚
姻
を
約
し
た
雄

略
天
皇
な
ど
、
古
来
、
枚
挙
に
遣
が
な
い
。
ま
た
、
「
な
ま
め
い
た
る
」
女
も
、

唐
土
に
宋
王
「
登
徒
子
好
色
賦
」
（
『
文
選
」
巻
一
九
）
の
「
束
家
之
子
」
が
お

り
、
本
朝
に
も
『
源
氏
物
一
詰
』
の
源
典
侍
、
和
泉
式
部
、
さ
ら
に
は
小
野
小
町

な
ど
が
い
る
。
ま
た
、
彼
女
た
ち
を
待
た
ず
と
も
、
す
で
に
『
万
葉
集
』
に
も

現
れ
る
。
巻
二
・
一
二
六
番
詠
、

遊
士
（
み
や
び
を
）
と
わ
れ
は
聞
け
る
を

屋
戸
貸
さ
ず
わ
れ
を
還
せ
り
お
そ
の
風
流
士
（
み
や
び
を
）

の
石
川
女
郎
は
そ
の
代
表
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
石
川
女
郎
詠
を
め
ぐ
る

一
件
は
、
す
で
に
岡
崎
義
恵
「
み
や
び
の
伝
統
」
（
『
文
学
」

U
i
l
l
一
九
四
コ
一
年
）

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
伊
勢
物
語
』
初
段
の
「
い
ち
は
や
き
み
や
び
」

を
考
え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
も
く
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
歌
は
、
左
注
に
よ
れ
ば
、
石
川
女
郎
が
宋
玉
「
登
徒
子
好
色
賦
」
の

「
東
家
之
子
」
同
様
、
西
隣
に
住
む
大
伴
宿
禰
回
主
に
懸
想
し
、
媒
人
も
得
ら

れ
な
い
ま
ま
自
ら
訪
問
し
て
思
い
を
遂
げ
よ
う
と
し
た
が
果
た
せ
ず
、
帰
宅
後

に
「
す
で
に
白
媒
の
惚
づ
べ
き
を
恥
ぢ
、
ま
た
心
の
契
の
果
さ
ざ
る
を
恨
」
ん

で
詠
み
、
以
て
「
譲
戯
」
に
及
ん
だ
も
の
と
い
う
（
別
伝
が
『
十
訓
抄
」
七
日
に

見
え
る
）
0

「
な
よ
ぴ
た
る
」
女
の
働
き
か
け
に
気
づ
か
な
い
男
、
そ
れ
を
石
川

女
郎
は
「
お
そ
の
風
流
士
」
（
鈍
い
「
み
や
び
男
」
）
と
な
じ
る
。
こ
の
田
主
も
ま

た
「
登
徒
子
好
色
賦
」
の
、
「
東
家
之
子
」
三
年
の
思
慕
に
応
じ
な
い
宋
玉
に

か
よ
う
が
、
右
の
歌
に
出
る
「
遊
士
」
「
風
流
士
」
に
つ
い
て
、
新
日
本
古
典

文
学
大
系
『
万
葉
集
』
一
の
当
該
歌
脚
注
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

和
語
「
み
や
び
を
L

は
「
宮
び
な
男
」
、
即
ち
宮
廷
風
・
都
会
的
に
洗
練

さ
れ
た
男
を
い
う
。
（
中
略
）
漢
語
「
風
流
」
は
、
超
俗
脱
俗
を
中
心

的
な
意
味
と
し
て
、
高
潔
・
酒
脱
放
逸
・
好
色
の
意
ま
で
を
含
む
。
こ

の
歌
（
二
ヱ
ハ
）
で
は
、
漢
語
「
風
流
」
の
意
味
と
和
語
「
み
や
び
を
」

と
を
重
ね
て
「
色
好
み
の
男
」
の
意
、
次
の
歌
（
一
二
七
）
で
は
、
節
操

高
潔
の
人
の
意
を
「
み
や
び
を
」
に
重
ね
用
い
た
。
結
句
「
お
そ
の
」

は
、
「
遅
（
お
そ
）
の
」
で
、
遅
鈍
・
愚
鈍
の
意
。

次
の
歌
二
二
七
）
と
は
回
主
の
返
歌
、

遊
士
に
わ
れ
は
あ
り
け
り
屋
戸
貸
さ
ず
還
し
し
わ
れ
そ
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あ
る

を
い
う
。
つ
ま
り
田
主
は
宋
玉
と
同
様
の
「
節
操
高
潔
」
を
誇
る
「
み
や
び

男」
o

し
か
し
、
「
な
よ
び
た
る
」
石
川
女
郎
に
と
っ
て
は
「
遅
鈍
・
愚
鈍
」
な

「
み
や
び
男
」
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
次
第
な
の
で
あ
る
。

「
お
そ
の
風
流
士
」
の
反
対
が
「
は
や
の
風
流
士
」
で
あ
る
点
に
思
い
至
れ

ば
、
ま
た
、
そ
の
「
は
や
の
風
流
士
」
の
用
例
が
上
代
に
見
出
せ
な
い
こ
と
を

確
認
す
れ
ば
、
『
伊
勢
物
語
』
初
段
が
こ
の
『
万
葉
集
」
大
伴
宿
禰
田
主
一
・
石

川
女
郎
の
一
件
を
踏
ま
え
、
戯
れ
に
「
い
ち
は
や
き
み
や
び
」
の
評
一
言
を
造
語

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
昔
男
」
は
あ
の
田
主
と
は
違
う
、
と
い
う
わ
け
だ
。

も
ち
ろ
ん
宋
玉
と
も
同
じ
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
初
段
を
「
登
徒
子

好
色
賦
」
と
関
連
づ
け
て
詳
細
に
論
じ
た
倉
又
幸
良
氏
が
、
「
好
色
賦
」
中
の

「
秦
の
章
華
大
夫
」
、
す
な
わ
ち
、
宋
玉
の
無
粋
を
難
じ
て
少
年
時
の
旅
に
麗
し

い
処
子
を
発
見
し
て
詩
を
送
っ
た
体
験
談
を
楚
王
に
語
っ
た
、
こ
の
「
い
ち
は

や
き
み
や
び
」
男
に
注
目
す
る
の
は
故
な
し
と
し
な
い
（
「
登
徒
子
好
色
賦
」
l
「い

ち
は
や
き
み
や
び
」
の
物
語
の
始
動
｜
」
「
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
お
｜
1
、

一
九
九
七
年
）
0

＊ 

こ
う
し
て
初
段
は
「
昔
男
」
の
若
き
日
の
旅
中
の
体
験
談
、
「
つ
い
で
」
の

色
好
み
詣
で
あ
る
。
詠
歌
中
の
「
し
の
ぶ
の
乱
れ
」
に
源
融
歌
を
響
か
せ
て
い

た
と
す
れ
ば
（
た
だ
し
こ
れ
に
は
「
閥
疑
抄
』
の
幽
斎
が
「
於
在
中
将
、
非
幾
先
達
、

知
何
。
｛
疋
家
卿
勘
物
也
。
」
を
引
い
て
定
家
の
不
審
を
是
と
し
て
い
る
。
業
平
（
八
二
五
1

八
八
O
）
、
源
融
（
八
二
二
1
八
九
五
）
か
ら
見
て
、
「
女
は
ら
か
ら
」
に
融
歌
が
知
ら
れ

て
い
た
か
ど
う
か
）
、
「
昔
男
」
は
自
ら
を
「
陸
奥
」
か
ら
の
旅
人
と
煽
っ
て
翰

晦
し
つ
つ
「
春
日
野
の
若
紫
の
摺
り
衣
」
の
「
な
ま
め
き
」
に
戯
れ
た
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
い
ず
れ
に
し
て
も
初
段
に
い
う
「
み
や
び
」
は

B

（
「
み
や
び
」
を
「
好
色
事
」
と
解
す
る
説
）
に
軸
を
お
く
A

（
巧
み
に
情
景
に
適
合
し

た
本
歌
取
り
の
歌
を
表
現
し
伝
達
し
た
手
順
を
「
み
や
び
」
と
称
し
た
の
だ
と
す
る
説
）

で
あ
っ
て
（
前
掲
岡
崎
義
恵
論
文
「
（
初
段
「
い
ち
は
や
き
み
や
び
」
ハ
）
狭
く
と
れ
ば

折
に
合
っ
た
文
雅
の
行
を
し
た
こ
と
で
あ
り
、
広
く
と
れ
ば
好
色
道
や
美
的
趣
味
を
解
す

る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ら
う
。
」
）
、
「
精
神
的
自
由
」
「
人
間
の
回
復
」
「
自
在
で
あ

り
う
る
、
し
た
た
か
な
精
神
」
な
ど
と
は
か
か
わ
り
が
な
い
。

『
伊
勢
物
語
』
の
「
昔
男
」
に
「
精
神
的
自
由
」
「
人
間
の
回
復
」
「
自
在
で

あ
り
う
る
、
し
た
た
か
な
精
神
」
を
探
る
心
性
が
何
に
由
来
す
る
も
の
か
は
今

問
わ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
伝
統
」
が
現
代
に
お
い
て
も
聞

く
者
に
な
じ
み
の
言
葉
で
創
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
『
創
ら
れ
た
伝
統
』
（
E
－

ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
、

T
・
レ
ン
ジ
ャ
l
編
、
一
九
八
三
年
）
や
「
創
造
さ
れ
る
古
典

カ
ノ
ン
形
成
・
国
民
国
家
・
日
本
文
学
』
（
ハ
ル
ヲ
・
シ
ラ
、
不
、
鈴
木
登
美
編
、

一
九
九
九
年
）
の
議
論
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
確
か
な
こ
と
の
よ
う
だ
。
と
す

れ
ば
、
私
た
ち
の
現
在
を
メ
タ
化
す
る
た
め
に
も
、
や
は
り
継
承
（
読
み
と
表

現
）
の
聞
の
改
変
、
更
新
、
創
造
と
い
っ
た
行
為
と
出
来
事
に
焦
点
を
あ
て
た

「
伝
統
的
な
一
言
口
語
文
化
」
の
教
材
化
、
学
習
指
導
は
必
要
だ
ろ
う
。
少
な
く
と

も
古
典
教
室
は
、
「
伝
統
」
の
。
不
変
ψ

を
詐
称
す
る
場
で
あ
っ
て
は
な
る
ま

、ν

-62-

＊
以
下
、
三
一
軍
京
国
語
教
育
学
』
復
刊
第
3
号
（
通
巻
8
号
、
広
島
大
学
国
語
文
化
教
育

学
講
座
、
二
O
一
二
年
七
月
発
行
予
定
）
に
続
く
。

（
広
島
大
学
）


